
昨日、第７回多摩中グループ協議会が国

分寺矢野ビル地下「ボンジョルノ」で行な

われました。議題は、①青少年交換留学

生の受入について、②ガバナー補佐・グ

ループ幹事各クラブ訪問（お礼参り）の日 

程確認、だけでして、今年度も終わりに近付いているなと感じまし

た。次回、最後のグループ協議会は新旧会長・幹事・事務局の合

同打ち上げ会になるはずです。４月１６日に創立２０周年記念式

典を控えている武蔵国分寺ＲＣのように、まだまだ肩の荷を下ろ

せないクラブもありますが、概ね日程の消化に入っているクラブが

多いようです。国分寺もそうですね。残るは、観桜例会、親睦旅

行、世界大会、最終例会ということで、今一番頭を悩めている関

口さん、飯沼さんと違って、気が楽になったところです。私としまし

ては、後一踏ん張り、親睦行事に努めていきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。さて、冗談はさておき、昨日の唯一の

議題でありました交換留学生受入の件ですが、地区青少年交換

委員会から再度のお願いに来るはずだった委員がドタキャンで欠

席されたので、何とかその場は話題にならないで済みました。しか

し、別れ際に藤波ガバナー補佐から「国分寺さん、何とかならない

か・・・」とぽつりと呟かれました。ガバナー補佐にとっても、頭の痛

い問題であるようです。国分寺の現状を考えると、申し訳ないけれ
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ど、これからも断り続けるでしょう。実際の受け入れは次年度にな

ってからのことであり、今後別の機会に関口さん・飯沼さんにプレッ

シャーがかかってくるのではないかと危惧しています。まあ、よろし

くお願いします。先週の会長の時間でも触れたのですが、宮城県

塩釜市浦戸フェリー事業に対する支援ですが、支援金届出書に会

長の署名をし送付させていただきましたので、近いうちに実現する

はずです。結果が出ましたら改めて報告させていただきます。震災

から１年経ちました。３月１１日の特別番組を見ても、一部の復旧

工事は進んでいるのでしょうが、しかし、本格的な復興事業は、実

は何も手が付けられてないのではないかという思いを強くしている

ところです。１年というのはあくまでも通過点です。これからも忘れ

ることなく東北の状況に関しては見守り続けていきたいと思いま

す。川畑会員の退会セレモニーは次々週に行なう予定でしたが、

例会に来られるのは今日が最後となってしまいましたので、川畑

会員にご挨拶をお願いしたいと思います。ささやかながら退会の

記念品をお渡しします。３年間ありがとうございました。お住まいは

小平ですので、落ち着いた頃、後任の方と歓送迎会を開催したい

と思います。どうか、新天地でもご活躍ください。 

○椚田 厚様 

(株)日立製作所人材統括本部 リスク対策部担当部長 

○ 退 会 の 挨 拶 ： 川 畑 会 員 

只今、会長からご紹介頂きましたとおり、

今月いっぱいを持ちまして、転勤を命じら

れまして、中央研究所を離れることになり

まして、それに伴い、２００９年４月から、ま

る３年間国分寺ＲＣの仲間に加えて頂きま 

して、過ごしましたけれども、残念ながら退会となってしまいます。

今日、卓話をして頂く椚田さんが日立中央研究所の前任でいらっ

しゃって、それを引き継ぎまして、こちらのロータリーに参加させて

頂きましたけれども、振り返ると、この週一回の例会、それから、い

ろんな行事がありまして、下手をすると、会社の中である人たちよ

りも、より濃密に過ごしたかというふうに感じております。来たばか

りの頃、国分寺は初めて、東京は初めてですし、いろんな面で分ら

ないことだらけでしたが、皆さんのお陰で非常に、会社生活も含め

て、いろんなことをお世話になり、教えて頂きましてありがとうござ 
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①３月１５日八王子ＣＣに於いて、多摩中

Ｇ震災復興支援親睦ゴルフがあり、国分

寺ＲＣから、９名参加予定ですので、参加

する方は宜しく御願いします。②５月の例

会予定を変更させて頂きたいと思いま 

す。５月１日は公休、５月８日も世界大会に参加する方がいます

ので、公休とさせて頂きます。５月２２日はガバナー補佐、グルー

プ幹事の訪問になります。③５月２９日は、今年度の親睦旅行を

開催したいと思っています。今、企画しているのは、福島のスパ・

リゾート・ハワイアンで１泊になるかどうか、旅行会社の方に問い

合わせ中です。④３月１２日、多摩中Ｇ会長幹事会が開催されま

した。２０１１／２０１２会長幹事会はこれが最後となりました。 

⑤６月１８日（月）に多摩中Ｇ新旧合同打ち上げ会が行われる予

定です。今期も後、３ヶ月なのですがあっと云う間に過ぎてしまう

のではないかと思います。 

委  員  会  報  告 

会員数： ３９名  免除： ７名   

メーキャップ済み： ０名   

欠席： ２名   出席率： ９３．８ ％  

≪ 前々回の訂正 ≫   

メーキャップ済み： １名  欠席： ２名 

出席率： ９０．３％ → ９３．５％ 

濱仲会長・髙橋幹事：川畑さん短い間でし

たがありがとうございました。また、どこか

で再会できる日を楽しみにしております。

椚田様、ようこそおいで下さいました。卓

話よろしくお願いします。谷田会員：若い 

時、西暦２０００年迄は生きたいと思ったことがありましたが、１２

年もオーバーしました。毎日、感謝、感謝の気持です。山内会員：

①小椋会員、照木会員ホワイト・デーのプレゼントをありがとうご

ざいました。まだまだ受け付けています。②川畑親睦委員長の御

栄転を祝してニコニコ致します。桑原会員：２月の出席が悪くすみ

ません。３月より次年度に向けて頑張ります。照木会員：川畑親

睦活動委員長殿３年間にわたる長期間、国分寺ＲＣそして地域活

動にご尽力いただきありがとうございました。世界の日立さまの更

なるご発展、川畑さまの益々のご活躍をお祈り申し上げます。今

後共、川畑さまとの「絆」を大切にしていきたいと思います。川畑

会員：国分寺ＲＣに入会させて頂き、丸３年間経ちましたところで

転勤となってしまいました。年度途中での退会となり、心苦しいで

すが、本当に皆様方にはお世話になりました。ありがとうございま

した。４月から横浜での勤務となりますが、住まいは国分寺寄りの

小平ですので、今後も引き続きよろしくお願いします。 

 

いました。本当にあっと云う間に過ぎてしまった３年間でありました

けれども、ここで作っていただいたこの縁を大事にしながら、過ごし

て行きたいと思います。今度４月からは、日立の研究所、同じよう

な研究所ですが、横浜の戸塚駅から歩いて１０分くらいのところに

ある研究所の総務部総務部長として、勤めることになりまして、実

は、こちらに転勤してから、小平に家を持ち家としましたので、多

分、通うか単身赴任するかと云うことでありますから、生活の拠点

としては、こちらの方にありますので、また、国分寺の街中でも、皆

様と会う機会があるかと思いますけれども、その時は是非声をか

けて頂きたいと思います。いずれにしましても、この３年間、特に今

年度は親睦委員長と云うことで務めさせていただいて、年度途中

で申し訳ないですけれども、社命によりましてと云うことで申し訳な

く思っております。親睦委員長の後任は、山内さんに御願いするこ

とになっておりますので、是非宜しく御願いします。と云うことで

長々となりましたけれども、本当に３年間お世話になりました。有

難うございました。 

３月９日（金）に次年度の社会奉仕委員会

が召集されました。その報告をさせて頂き

ます。その日の構成ですが、２７５０地区の

中の各グループから１名ずつと云うこと

で、８名でどういう訳か国分寺ＲＣから選ば 

れました。その８名と地区幹事と地区副幹事、委員長、副委員長

の合計１２名が招集されたようですが、当日は８名の出席でした。

どういうことがあったかと云うと、ロータリーの中にはどう云う組織

があるかと云う話を聞かされました。いろいろ、変遷があったようで

すが、６つの委員会に分かれており、さらにその中の私共が所属

しているクラブ支援委員会の中もさらに、５つの委員会がありま

す。その他、ロータリーの手続き要覧２０１０年版についても説明さ

れました。社会奉仕と云うものは、ロータリアン一人ひとりが、超我

の奉仕をする機会が大前提にあると云うことで、いろいろ細かく説

明がありました。これから皆の意見を取りまとめた上で８０ある各ク

ラブの方針を、各ガバナー補佐に担当のグループの方針を取りま

とめて貰うように要請し、取りまとめたものを４月５日の地区委員会

で全体の社会奉仕委員長が発表すると云う予定だそうです。今ま

で、地域社会奉仕リポートを出していましたが、結構お金が掛かっ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出 席 委 員 会   手 塚 委 員  

幹 事 報 告  髙 橋 幹 事 

ニコニコボックス  山 内 親 睦 副 委 員 長  

社 会 奉 仕 委 員 会  近 藤 次 年 度 委 員 長 



卓            話 

○ 卓 話 講 師 の 紹 介 ： 川 畑 会 員 

○卓話：「事業継続計画（ＢＣＰ）構築の 

重要性について」 椚田 厚様 

せて頂こうと思います。今日は、「事業継続計画構築の重要性

について」と云う題名を頂いておりますが、事業継続計画と云う

のは、簡単に云うと、事業をやるにはいろんなリスクがありま

す。いろんなことが起きると、やっぱり一旦止まったりするおそ

れがあります。それで、止まらないようにしよう、止まっても出来

るだけ期間を短くしましょうと云うことであります。これを簡単に

云うと事業継続計画あるいは事業計画管理とか云われている

もので、なぜこんなことをやるかと云うと、事業継続計画と云う

のは、それぞれの企業とか団体とかは、社会との係わり合いの

中でやってます。それぞれが大切な仕事の役割を担っているか

ら、それがなくなったら困るでしょうと、だから世の中に貢献した

り、社会に大切な企業として、ちゃんと維持したい。やっぱり、災

害とかテロみたいな大規模な犯罪とか、戦争とかいろんなこと

があるけれども、自分たちがやっている仕事がちゃんと継続さ

れて、お客様方に必要なものが届くかと云うのが事業継続計画

と云うところであります。ここで、早速、タイの話に移ってしまい

ますが、タイの国境には、ミヤンマー、ラオス、カンボジア、ベト

ナム等で、ニュースを聞いていて、政治は騒乱があったりとか、

民主化とかいろんな話があったりして、それほど安定している国

ではない、でも東南アジアですから、アセアンですから、どんど

ん成長しているとか、そう云うイメージがあると思います。実際

そのとおりでして、政治的には、ベトナムは安定していますけれ

ども、それ以外の国は、ガタガタしています。タイも政変があっ

たりして、それほど安定した状態ではないです。タイと云う国、

地図で見ると、大きな平野があり、ここにバンコクがあります

が、この平野の大きさは、関東平野の縦４倍、横２倍で、標高差

２０ｍで、全く平らで、物凄く広いところです。この平野には、川

がいっぱいあり、入り乱れております。タイは洪水で大変でした

が、皆さん洪水と云ったら、どっと水が出て、引いて行くというイ

メージでいると思いますが。一番初め、工業団地に浸水したの

が、１０月６日だったのですが、１０月１０日に日立の工業団地

が浸水したのです。タイの洪水は、我々がイメージする洪水と全

然違うのです。１０月１０日に浸水しましたが、１１月２３日になっ

ても、まだ、かなり浸水したままの状況でした。今回、後から、分

ったのですが、こんなの何で気が付かなかったのかと云うと、体

験してみなければ分らないと云うところがあり、先週も行って来

たのですが、完全に水は引いていました。こういう災害と云うの

は、今回、東日本大震災でも、結局、何だかんだと言って、津波

は、相当、昔から、大津波の記録があったが、それを生かせな

かったというのがあります。地震の対策というのは、どのように

今までやって来たかと云うと、関東大震災で、火事で沢山死ん

だということであり、防災、防火、如何に延焼を防ぐか、如何に

初期消火するかなどで。阪神淡路大震災の時に、何千人も亡く

本日の卓話の講師の椚田様をご紹介し

ます。椚田様は現在、日立製作所本社の

人材統括本部のリスク対策担当部長と云

うことです。３年前まで中央研究所におら

れましたが、その後他の部署に異動さ 

れ、昨年１０月にいまの部署に移られたということです。現在の担

当は、今日の卓話の題名であります事業継続計画ということであ

りまして、それに留まらず今日は、先般、タイの洪水の時には、現

地にも何度か行かれていますので、その時の様子を含めて、ご

講話を頂きたいと思います。 

ており、パンフレットを出してもあまり読まれていないと云うこと

で、これはやめようと云うことでした。 

現在、日立製作所のリスク対策部で、いわ

ゆる企業のリスク対策のことをやっており

ます。リスク対策と云うといろんなものがあ

ります。私の担当しているのは、事業継続

計画（ＢＣＰ）というもので、会社が儲かると 

か儲からないということではなくて、会社がきちんと仕事をやって

行くために必要なことを考えて実行すると云う、そう云うことをやっ

ています。対象となっているのは、日立グループで、世界全体では

約１，０００社９４０万人でありますが、今は、国内中心でやっており

まして、海外の部分は、あと２年くらい経ってからと云うところです。

私は昨年１０月から、今の部署に異動したら、いきなり、タイの方

に行かされまして、タイの部長が、たまたまアメリカに出張してい

て、その行く間際にタイが危ないらしいぞと話になって、その出張

で、行った直後に対策本部を立ち上げて、いろいろ仕事をやってき

ました。それから、部長がアメリカから戻って来て、その部長がタイ

に１０日間行って、その後もう一人が１週間行って、私も最後に、

水が引くというところで２週間行って参りました。また、その後の確

認に、先週行って参りました。そう云う話を中心に話をいろいろさ 

そろそろ、次年度の準備が始まりますの

で、各理事役員、委員長の方には、ＦＡＸで

連絡したと思いますが、４月１１日に２０１２

／２０１３年度の地区協議会が開催されま

す。次回の例会が休みとなりますので、今 

週中に事務局の方に出席の返事を頂きたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副幹事からのお知らせ 飯 沼 副 幹 事  



で、解決出来ないものかと思いますけど、これは、何時、こういう

ことが起きるか分りません。それから、今年は選挙の年と云われ

ています。ロシア、フランス、中国、アメリカ、韓国、カンボジア、

いろいろ変わりそうなので、いろんなことに、備えていなければな

りません。最後に、申し上げたいのは、事業継続計画というもの

を、私共がやっているのは、皆さん方一人ひとりの仕事が大変

大切だから、それを絶やさないようにしようとするために、やって

います。それから、最後に、一番大切なことを申し上げます。この

ような、対策をやる上で、自助、共助、公助がありますが、一番

大切なのが、自助です。皆さん方が、自分一人ひとりが身を守る

しかない、次に大切なのは共助です。お互いに助け合う、と云う

のは、今、付き合っている同志です。公助は、政府、国分寺市、

いろいろ考えてやっていることでしょうけれども、我々一人ひとり

が自分を守るということ、ロータリーの活動のように、知らない人

を助けるということは、なかなか出来ないですが、普段付き合っ

ている仲間同士で助け合うというのは、実は、こういう事業継続

計画とか地震に対する備えとか、大切だということです。そういう

ところをかいつまんでお話しました。 

なったけれども、殆どが建物の倒壊だそうです。あれは、直下型

で、いきなり来たから倒れたということでしたが、今回、津波という

ことで、全て防げる訳ではないし、如何にハード面、構造を強くし

たりすることも必要ですけど、如何に逃げるかとか、逃げる時に

何を持ち出すか。ということも、きちっと考えておかなければいけ

ないのです。今、私達がどんな危機を考えるかと云うと、やっぱ

り、地震です。今、余震が怖いです。スマトラの大地震でも、Ｍ７．

７の一番大きな余震が５年後に起きています。今も東北地方は、

しょっちゅう余震があります。それでも震度５弱で、これが、震度５

とか６と云う余震がいつあるか、分らないと云う怖さがあります。

それから、最近云われているのが首都圏直下型大地震です。今

日、起こってもおかしくないし、３０年・５０年経っても起こらないか

も知れない。こればかりは分らないですね。でも、やっぱり、備え

はあった方が良い、それから、東海大地震と連動地震、も予想さ

れており、我々は、先ず、地震対策を考えなければならない。次

に、インフルエンザです。２００９年、豚インフルエンザと言って大

騒ぎしました。それは大したことが無かったのです。インフルエン

ザは大したことが無いと思われているかも知れませんが、実はイ

ンフルエンザの危険と云うのは、全然去ってなく、インターネット

でＷＨＯが鳥インフルエンザで病気そして死んだ人を毎日報告し

ています。２００３年から、過去約１０年間に世界で東南アジアを

中心に鳥インフルエンザに罹った人が約５００人強、その中の６

割が死んでいます。鳥インフルエンザは普通、鳥同士しか罹らな

いインフルエンザでありますが、その中に、たちの悪いのがあっ

て、共存インフルエンザと云われていますが、インフルエンザで

死んだ鳥の死骸を触ったりして、人に移る場合があります。罹っ

てしまうと６割が死んでしまう。死ななかった人のほとんどが、罹

ってすぐタミフルを飲んだ人。でも、この鳥同士しか罹らないイン

フルエンザですが、インフルエンザと云うのは突然変異が激しい

ので、何時、人に罹るようになるかもしれない。罹るようになった

時は、我々は免疫を持っていないから、一気に広がってしまう。１

９１８年にスペイン風邪が流行って、その時、全世界で数千万人

亡くなったと云われています。鳥インフルエンザはそれ以上と云

われているので、これの対策、実は今、その為の特別対策措置

法というのを国会にあげる準備をいろいろやっていて、それに

は、私どもも多少係わっているんですけども、早ければ３月にあ

がる可能性もある。それから、最近は、サイバー攻撃による社会

混乱です。それから、心配なのは、北朝鮮とかイランの問題があ

ります。イランの問題というのは、本当にいやらしくて、イスラエル

が攻撃するのではないかと、その可能性が高いのではないかと

云うのは、我々、実は、そうなった時に、石油の供給がストップし

たり、物凄い打撃が全世界を襲うだろうなと。何とか、政治の力
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